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要旨：
　長野県千曲市八幡にある姨捨棚田は古来より「田毎の月」に象徴される風光明媚な棚田であり、また日本
初の文化財指定がなされた棚田である。このような姨捨棚田でも耕作の継続は、高齢化と人口減少が進む日
本の中山間地域において大きな課題となっている。千曲市（元）職員有志の集まりである名勝姨捨棚田倶楽
部では後継者不足などによる耕作放棄地の増加を防ぎ、棚田の景観を未来へと引き継いでいくため、農業体
験や地域人材育成の取り組みなどを行っている。栄養系の短期大学生はともすれば、生産現場を知らないま
ま栄養や加工の現場に行ってしまう。農業体験を行うことで姨捨棚田の保全活動を行うと同時に、生産の場
という教育現場を体験した。また自ら携わった棚田米を利用し、短期大学生協食堂のランチメニューを棚田
米に代替し、アンケート調査を行い棚田米の付加価値化について検討した。その結果、棚田米はおいしいと
いう付加価値がわかった。さらに第七回千曲市食の文化祭において、棚田米レシピを 3 点検討し、そのうち
の 1 つについては試食という形で提供することができた。今回の様に学生の教育の一環として官学連携し、
棚田の活動をマスメディアなどに頻繁にアピールしていくことが棚田の活性化に重要であり、将来的に持続
可能な営農に繋がっていくのではないかと考えられる。
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Ⅰ、はじめに

　棚田とは傾斜度が 20 分の 1（水平距離を 20 メー
トル進んで 1 メートル高低差がある傾斜）以上の水
田を農林水産省では「棚田」として認定されてい
る1）。一般的には山間地の急傾斜にある階段状水田
形態のことを指す。長野県千曲市八幡にある姨捨棚
田は古来より「田毎の月」に象徴される風光明媚な
棚田2）であり、また日本初の文化財指定がなされた
棚田である3）。「日本の棚田百選」の 1 つでもある3）。
この「日本の棚田百選」1）は、農林水産省が（1）営
農の取り組みが健全であること、（2）棚田の維持管
理が適切に行われていること、（3）オーナー制度や
特別栽培米の導入など地域活性化に熱心に取り組ん
でいることを基準に選定している。一方、（1）の営
農の取り組み、すなわち耕作の継続は、高齢化と人
口減少が進む日本の中山間地域において大きな課題

となっていることは想像に難くない。実際、この姨
捨棚田でも、地権者の年齢層は平成 17 年 12 月の時
点で 60 歳以上が 6 割を占めており4）、新たな担い
手組織の確保が急務となっている。そのような折、
平成 24 年 10 月、高齢により耕作困難となった農家
から相談を受け、千曲市職員及びその元職員である
有志が名勝姨捨棚田倶楽部を結成、棚田保全に関心
がある若手市職員有志を集め棚田の保全を開始し始
めた5）。この倶楽部では後継者不足などによる耕作
放棄地の増加を防ぎ、棚田の景観を未来へと引き継
いでいくため、農業体験や地域人材育成の取り組み
などを行っている5）。今回は名勝姨捨棚田倶楽部の
メンバーである千曲市建設部建設課の斉木規晃主任
から、棚田米の付加価値化について一緒に検討して
欲しいとのお願いと農業体験をしてみませんか、と
いうお誘いの 2 点についてお声掛けを頂いた。千曲
市の各部署にわたる職員がメンバーにいることから、
千曲市のイベントにも参加させて頂けるとのことで
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あった。
　ところで栄養系の短期大学生はともすれば、生産
現場を知らないまま栄養や加工の現場に行ってしま
うことへの危惧がある。そこで長野県短期大学生活
科学科健康栄養専攻の食品学ゼミの学生に①姨捨棚
田の保全活動を行うと同時に農業という生産現場を
体験してもらうこと、②自ら携わった農産物である
棚田米を利用し本学短期大学生協食堂のランチメニ
ューを棚田米に代替し、アンケート調査をすること
で棚田米の付加価値を検討すること、③第七回千曲
市食の文化祭において、棚田米レシピを 3 点検討す
ること、そのうちの 1 つについては実際に試食とい
う形で提供し、実際に試食してもらうことで今後の
新規メニュー提案の指標とすること、の 3 点によっ
て官学連携の地域活性化の取り組みとした。これら
の活動を通じ、学生の農作業やイベントに関する意

図 2．姨捨棚田からの千曲市展望 図 3．千曲市建設部建設課の斉木規晃主
任によるオリエンテーション

図 1．姨捨地区概要図（「国土地理院の電子地形図 25000『千曲市』を掲載」）

識も同時に見ることとした。

Ⅱ、実施内容及びアンケート調査方法

　1．実施内容（活動概要）

①棚田での活動概要
　まず姨捨棚田について 5 月 19 日に千曲市建設部
建設課の斉木規晃主任ほかから千曲市についてのオ
リエンテーション（千曲市の地理・歴史と主要農産
物等説明、棚田米のレシピ考案についての概説）が
あった。（図 1～3）その後 5 月 23 日から棚田での
活動が始まった。（図 4，5）2015 年度において名勝
姨捨棚田倶楽部での活動はもっと数多く行われてい
るが、学生であるため土日の補講や別の行事と重な
ってしまったことがあり、本学学生が携わった棚田
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での農業活動は全 5 回であった。（表 1）

② 長野県短期大学生協食堂における「姨捨棚田米フ
ェア」実施概要

　2015 年 11 月 24 日～25 日にかけ、長野県短期大
学生協食堂における「姨捨棚田米フェア」としたイ
ベントを行った。学生自らが手塩にかけた米を使用
し、ランチメニューのご飯を棚田米に変更した（図
6，7）ほか、棚田での我々の活動についてポスター
を作製し、掲示・報告した（図 8）。同時に千曲市
の PR も行った。千曲市の PR には千曲市から各種
パネルをお借りし掲示したほか、生協出口では千曲
市役所の方による棚田の PR と棚田米の販売が行わ
れた（図 9）。そのほか、アンケート（後述する）
に答えてもらった方には抽選で棚田米が当たるくじ
も行った。（一等：棚田米、二等：千曲市公認キャ
ラクターあん姫のクリアファイル、三等：まとまる
くん消しゴム、りんご賞：りんご 1 個）これらの景
品のうち、お米とクリアファイルは名勝姨捨棚田倶
楽部からご提供いただいた。24 日はあん姫が応援
に駆け付け、生協食堂は大いににぎわった。このイ
ベントについては 2015 年 11 月 26 日付の中日新聞、
2015 年 11 月 28 日付の長野市民新聞両紙で報道さ

図 4．棚田での草取り

図 5．棚田での稲刈り

表 1．棚田での農業活動概要（H27 年度）

図 6．長野県短期大学生協食堂ランチメニュー表

図 7．ランチ（写真は 2日目のもの）

図 8．活動報告ポスター
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れたほか、ケーブルネット千曲でテレビ放映もなさ
れた。

③第 7 回千曲市食の文化祭における実施概要
　「千曲市食の文化祭」とは、千曲市において昔か
ら受けつがれてきた「地域が育んできた食文化、行
事を中心とした農村の生活」を後世に引き継いでい
くことを目的として毎年、千曲市の戸倉創造館で開
催されている6）。企画運営は千曲市の食と農のかけ
はしリーダー育成講座の修了生からなる「かけはし
の会」を中心とした食に関わる団体から構成される
実行委員会によってなされている。2015 年度（2016
年 1 月 31 日）の第 7 回千曲市食の文化祭において、
棚田米レシピを 3 点検討すること、そのうちの 1 つ
については実際に試食という形で提供し、実際に試
食してもらうことで今後の新規メニュー提案の指標
とすることを目的とした。
　棚田米レシピについて 6 月 30 日に名勝姨捨棚田
倶楽部の方々に一次案と千曲市の主要農産物で取引
可能なものをオリエンテーション（千曲市の主要農
産物等説明、棚田米のレシピ考案についての概説）
していただいた。また 2015 年 11 月 10 日に名勝姨
捨棚田倶楽部から棚田米 10 ㎏が授与され（図 10）、
それを用いて試食兼レシピ開発を行った。
　棚田米のレシピ開発には週一回の 1 コマ（90 分）
の「食生活特殊研究」というゼミ形式の講義の時間
とそれ以外の余暇などを利用し、アイデア検討など
約二か月半を要した。頂いた一次案の中から「主
食」「スイーツ」「主菜」をさらに細かく検討するこ
とにし、また千曲市の農産物をできるだけ使用する
ことで千曲市らしさを提供することとした。
　検討を重ねた結果、「主食」はあんずを用いた

「あんずいなり寿司」（図 11）を、「スイーツ」は同
じくあんずを用い、また里芋を用いた変わりスイー
ツ「あんずいりごま団子」（図 12）を、「主菜」は

千曲市でも生産されているきのこを多用した中華お
こげ「棚田米をおこげ DE 中華♪」（図 13）を完成
レシピとした。これらの完成レシピは第 7 回千曲市
食の文化祭において我々の一年間の活動内容と共に
発表した（図 14）。文化祭中に「主菜」の「棚田米
をおこげ DE 中華♪」を 100 食分の試食提供した

（図 15）。この試食提供はわずか 15 分程度で終了し、
千曲市の方々の食に関する意識の高さが伺えるとと
もに、棚田米とそのレシピ開発の PR としては大成
功に終わったと考えられる。この発表の様子につい
ては 2016 年 2 月 1 日付の信濃毎日新聞で報道され
たほか、千曲市の市報（平成 28 年 3 月号）にも掲
載された。また千曲市役所の HP に「第 7 回千曲市
食の文化祭で大人気だったふるまいレシピ」7）とし
て掲載された。

図 10． 棚田米の授与

図 9．千曲市と棚田のPRと棚田米の販売
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図 11． あんずいなり寿司の完成レシピ

図 12． あんず入りごま団子の完成レシピ

図 13． 棚田米をおこげDE中華の完成レシピ
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　2．アンケート調査方法

　ア：棚田米に関するアンケート
　棚田米の付加価値を求めるために、本学短期大学
生協食堂における「姨捨棚田米フェア」ではアンケ
ート調査を行った。アンケート調査方法については
下記のようである。調査対象者は、平成 27 年 11 月
24 日～25 日にかけ、棚田米を使用したランチメニ
ューを摂取した長野県短期大学学生と教員である。
食事終了時に必ず食器を回収するため、回収場所に
アンケートであるポスター表を貼りつけておいた。
2 枚シールを渡し、その場でポスター部分に貼付し
てもらい回収した（図 16）。調査項目は以下のよう
である。
　質問 1、棚田米はおいしかったですか？　Yes　
　No　　の二択
　質問 2、棚田米を買ってみたいですか？　Yes　
　No　　の二択
　質問 3、聞き取り（自由回答）

　イ：活動を行った学生の意識調査
　今後の教育効果を検討する材料として参加学生た
ちにゼミ終了後の 2016 年 2 月 5 日にアンケートと

図 14． 千曲市食の文化祭活動報告

図 15． 千曲市食の文化祭での試食提供

聞き取り調査を行った。調査対象者は本学健康栄養
専攻で食品学ゼミナールを選択した筆者の学生 8 名
である。調査項目は以下のようである。
基本項目
1、男女
2、年代
3、農作業は好きか（はい 1、いいえ 2）

農作業前、農作業期間中、農作業が終了後各種イベ
ント時について
4、感情（楽しみ 1、辛い 2、嬉しい 3、興味がある

4、面倒 5）
5、やりがい（強くある 1 →ない 5）の 5 段階
6、地元の方々との交流（たくさんした 1 →してな

い 5）の 5 段階
7、将来について（役に立つ 1 →ない 5）の 5 段階

自由回答
8、一年を通じた感想
9、棚田の活動の良い点
10、棚田の活動の悪い点
11、棚田の活動これからの改善点

Ⅲ、アンケート調査結果
　ア：棚田米に関するアンケート結果
　棚田米に関するアンケートの結果（表 2）から、
おいしかったですか？の質問には「はい」と回答し
た人が 73 名（100%）で、「いいえ」と回答した者
は 0 であった。また買ってみたいですか？の質問に
関しては、買ってみたい人が多い（87.9%）ものの、
一部買ってみたくない人（12.1%）もいた。質問 3
の聞き取りにおける自由回答では「もちもちしてい
て冷めてもおいしい」、「よい香りがする」、「甘みを
感じる」、「より多くの人に棚田米のおいしさを知っ
てもらうことが大切」、「本当に美味しい」、「味の違

図 16． 棚田米アンケート表
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いが良くわかって、美味しい」、「値段が高い」等の
意見が得られた。
　イ：活動を行った学生の意識調査結果
　以下にイの活動を行った学生のアンケート結果に
ついて示す。今回の学生は女性 7 名、男性 1 名の計
8 名（表 3）であった。短期大学 2 年生のため、ア
ンケートを書いた時点で 19 - 20 歳の学生である

（表 4）。まず、農作業が好きかどうかについては、
1 名を除き全ての学生が好きであると回答した（表
5）。作業前では興味がある学生が半分で、楽しみ

（3 名）、面倒である（1 名）という回答であった。
農作業中では楽しみ（4 名）、辛い（1 名）、興味が
ある（3 名）、農作業が終わってイベントの際には、
楽しみ（4 名）、嬉しい（2 名）、興味がある（2 名）
となった（表 6）。やりがいについては最初から最
後までほとんど変わらなかった（表 7）。地元の方々
との交流（表 8）については、作業前には相手方を
知らないため、交流をしていない学生もいたが、イ
ベントごとに名勝姨捨棚田倶楽部の方々と話し合い
を進めていく中で徐々にコミュニケーションが取れ
た。将来への期待感としてはこの農作業からレシピ
開発・発表までの一連の流れが大きな経験として役
に立つと捉える学生が多かった（表 9）。
　質問８の 1 年を通じた感想（自由回答）では「農
業の大変さとやりがいを久しぶりに感じました。何
から何まで用意して頂きありがとうございました」、

「初めてやらせていただく事ばっかりで、楽しかっ
たです」、「米ができるまでの作業を知ることができ
てよかった。米を育て、食べたり調理することによ
ってやりがいを感じた」、「農業は大変で悪いイメー
ジが多いが、やってみると楽しくて実際にやってみ
ることの大切さを知ることができました。ゼミのみ
んなでやるとさらに楽しかった」、「とてもたのしか
った。知らなかったことを知ることができた。棚田
米はとてもおいしい！」、「本当に美味しいお米とは
どんなものか知れた」、「今まで家族や親せきとしか

農作業をしたことがなかったので、同じ学校に行っ
ている人達と農作業をするのは新鮮だった。面白か
った」、「ほとんど農作業をする機会がなかったが、
今回の活動でより農業が好きになった」との意見が
寄せられた。
　質問 9 の棚田の活動の良い点（自由回答）では

「風景が良い」、「地元の方がくったくなく交流しや
すいのが良い点だと思います」、「活動が多く最終的
にはやりがいが得られる」、「お米をもらえる点」、

「めったにできない体験をすることができる」、「美
味しいお米がつくれる」、「色々な生き物や植物を見
たりなど、普段あまりできない経験ができたのは良
かった」、「農業を好きになれると思う。実際に田に
足を入れることでふだんできないようなことを経験
でき良い」との回答が寄せられた。
　質問 10 の棚田の活動の悪い点（自由回答）では

「早朝は車がないと大変」、「すべての工程に関わっ
ていないので、いまいちわからないことがある」、

「遠い」、「車を動かせる人がいなかったりすると棚
田への移動がとても大変なのは難点だったと思う」
との回答が寄せられた。
　質問 11 の棚田の活動これからの改善点（自由回
答）では「メニュー開発を共同でやった感じがしな
い、米を作ることから調理するまで共同でできれば
なおよかったと思います」、「もう少し回数があれば
達成感もあるかも」といった回答が寄せられた。

Ⅳ、考察

　棚田米に関するアンケートの結果から、ランチの
喫食者は全員棚田米をおいしいと思って食べたこと
がわかった。それぞれの自由回答でも「味の良さ」
や「香りの良さ」「食感の良さ」などを挙げている
回答者がいた。棚田米の付加価値としてはこれらの

「おいしさ」が最も大きなキーワードになると考え
られた。一方、棚田米を買ってみたいですか？の質

表 3．学生の性別 表 4．学生の年代 表 5．学生の農作業に関する嗜好

表 2．棚田米に関するアンケート結果
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問に関しては、買ってみたい人が多い（87.9%）も
のの、買ってみたくない人（12.1%）が一部おり、
これは値段が高いことがネックの模様であった。当
日、生協出口では千曲市役所の方による棚田米の販
売が行われた。そこでの参考販売価格は 1000 円 /
㎏であったことから、回答者の多くが学生であり、
質より値段が気になることもこの結果に反映してい
ると考えられる。今回の生協食堂でのランチは両日
とも完売し、棚田米には味・匂い・食感という良好
さ、すなわち「おいしさ」という付加価値がつかめ
たと同時に、PR イベントとしても成功裏に終わっ
たと考えられる。
　学生に行ったアンケート結果から、農作業が好き
かどうかについては栄養系の学生だけあって、生産
の場に興味があるため農作業を嫌がらないことがわ
かった。作業前では農作業を面倒であると感じる者
も一部いたが、興味がある者が半分おり、楽しみに
していることがわかった。作業が進むにつれ、興味
よりも農産物のできる嬉しさや、自分たちの携わっ
た農産物がイベントで使用されるなどの楽しさが増
していくようになったと考えられる。また自宅・実
家に田畑を有し、その労働義務としての農作業は好
まなくとも、教育活動の一環であるゼミ活動として、

表 9．将来への期待感

表 8．学生の地元交流

表 6．学生の感情の変化 表 7．学生のやりがい

また仲の良い友人同士の楽しみの一部であるような
農作業は導入しやすいことが示唆された。自由回答
の中にも、今までに興味はあったものの、田での農
作業をやったことはない者が行って良かった旨の回
答をするものなどがいた。地元の方々との交流につ
いては、作業前には相手方を知らないため、交流を
していない学生もいた。その一方、名勝姨捨棚田倶
楽部では Twitter やフェイスブック、ブログを作成、
イベントごとに更新されており、そこでの交流を前
もって開始していた学生もいた。またこのような電
子上での交流のほか、農作業中にはお昼ご飯やバー
ベキューなどを振る舞って下さったり、イベントご
とに名勝姨捨棚田倶楽部の方々と話し合いを進めて
いく中で徐々にコミュニケーションが取れたようで
ある。将来への期待感としてはこの農作業から発表
までの一連の流れが大きな経験として役に立つと捉
える学生が多かった。農業体験だけでなく、本学で
の生協を使用した棚田米フェアや、千曲市食の文化
祭での食品のメニュー開発など六次産業化の一部を
担うことができたということも社会勉強となった。
また名勝姨捨棚田倶楽部の方々との交流を深めるこ
ともでき、大変実のある内容だったと考えられる。
　自由回答からの棚田での良かった点からは、棚田
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での活動は朝早くからの重労働であるものの、風景
の眺め、これらの四季の移り変わりを魅力に感じる
学生や、動植物などの自然に触れることを魅力に感
じる学生、稲の生長を感じ取りながらその収穫に至
るまでの喜びの大きさ、お米というものはたくさん
の農家の努力の結晶であることがわかり、そのあり
がたみを感じた学生、それぞれがいた模様である。
一方、棚田の活動に関しては「遠い」という点がネ
ックだったようである。姨捨棚田は本学（長野県短
期大学）からは 30 ㎞ほど離れており、電車や自動
車での移動が 1 時間～1 時間半ほどかかる。そのた
め早朝の活動は出発時刻が一層早い時間帯とならな
ければならず学生の負担になった。これは今後の課
題である。改善点として学生からの意見からはメニ
ュー開発を共同でやった感じがしないとの意見や、
もっとやりたいという意見が出た。メニューの開発
は開発時間が少なく、開発が得意な学生に偏ってし
まったこともあり、今後の課題としたい。また「も
っとやりたい」というのはありがたい意見ではある。
しかし学生という教育の一環であるため活動のみを
むやみに増やすことが難しいため、これも今後の課
題としたい。
　棚田の農作業活動は農林水産省で定義される「グ
リーンツーリズム」8）における農作業体験や援農ボ
ランティアに当たると考えられる。これは自然、文
化、人々との交流を楽しむ滞在型の “余暇活動” と
定義されているが、今回の活動はこのような農作業
体験のみならず、農産物の付加価値を検討・メニュ
ー開発まで至るところが地域活性化への学生の意識
を高めたのではないかと推察される。
　以上のことから棚田米は手間がかかるため高価で
ある。しかしその価値に見合うおいしさがある。そ
れが消費者にとって魅力として感じられるよう、姨
捨の棚田やそこで作られた棚田米をさらにアピール
するなどして伝えることが大切である。今回の様に
学生の教育の一環として官学連携し、棚田の活動を

マスメディアなどに頻繁にアピールしていくことが
棚田の活性化に重要であり、将来的に持続可能な営
農に繋がっていくのではないかと考えられる。
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